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施　策　名
（小項目）

その他事務管理（出納）

会計管理者作
成
者

役職コード

06-01-17
氏名 石 橋 雅 之

電話

H21H20

調査結果に対するコメ
ント、市民の反応等

債権者からの苦情は、特にない。調査対象でない
施策の場合は、
市民の反応等

H19調査年度

実施主体

項　目

２　事業構成の適当性

１　目的達成度

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

③
施策展開

Ａ ～ Ｅ 直　接
事業費

736審査事務

決算事務

一時借入事務

C

直　接
事業費

1,279
27,930 16,200422

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

7,110
735 16,215

事務事業

評価結果

211 7,630

細事業一覧表

20 580会計事務

(誰のために、何の
ために)

H19廃止5

0

5805

5 580
☆☆

C

施策の体系
大項目（基本目標）

中項目（基本施策）

健全で自立したまちづくり

簡素で効率的な行財政運営

1
施策の対象と目的

9 815 785

達成率 96.5

重要度（%）

満足度（%）

2 210,189.0 207,230.0

200,000.0

実績

評価

一時借入事務

新規に必要な事業・連携が必要な事業

優先順位

☆☆☆
☆☆
☆

その他

H19廃止

そ　の　説　明

担　当　課　長　評　価

H19廃止

☆☆☆

☆☆☆
☆☆☆
☆☆☆

H17 H18 H19

人件費人件費
直　接
事業費

人件費

単
位

達成率

4

4

実績
目標

H28
施策に対する成果指標名

H17

収入・支出・総件数

1

95.2

200,000.0

振込相違件数

目標

評価年度

500
H23

評価

H19廃止

目標値
指標の説明

平成20年度
予算の方向性

二次評価一次評価

県収入役会と連携して研修、検討会を行っている

間違いのない振込を行うため職員研修、事務の効
率化・簡素化は有効である

氏名
役職

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

判断理由 判断理由

580
1,460

0
0

現況と課題

②

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

６４－１８０１

この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）
H17 H18

59,318

事業費（単位：千円）

(高 ～ 低)

施策を構成する事務事業名

46,125

423

5 560
560

1,595

16,580
560
560

H19

ベンチ

要点を絞った職員研修等により担当職員の会計事務処理
の精度向上につながる。各担当者においても会計事務の
流れを確認・再考することで精度の高い事務処理に取り
組んでほしい。H19.4.1地方自治法改正により収入役は
会計管理者に移行し、県都市以外の収入役会が解散し
た。

今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

３　施策の有効性

二次評価者コメント

4

研修により事務の習熟度が上がり、目標達成率は
極めて高い

マーク

124.4

H18

402
500 450 400

200,000.0

566
88.3

3
目標

達成率
実績

200,000.0

4
目標
実績

達成率

会計事務簡素化による職員の事務量の削減と効率化により迅速かつ的確な対応をするため。

職員の負担減及び債権者への支払遅延防止のため、FD払い・口座振替等を推進し、事務の効率化を追求す
る必要がある。債権者に対して振込間違いを減らす必要がある。

事務の簡素効率化を推進する。

職員研修を実施する。

事業
分類

内部管理

内部管理

法定事務

法定事務

法定事務

内部管理

内部管理

20
9

内部管理

法定事務 679

（平成18年度事業）

出納事務

全国都市収入役会負担金

中国都市収入役会負担金

県都市収入役会負担金

西日本都市収入役会負担金

中国都市収入役会開催県都市特別負担金
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重要度

満
足
度

備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低


